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我がまち、各務原市の 10 年後、20 年後の未来の姿を見据えながら、長期的

な視野に立って「文化を活かしたまちづくり」を推進していくことは、まちの

文化的な価値向上のみならず、まち全体の魅力創出につながると考えます。 

「文化には未来があります。」 

近年、人口減少や少子高齢化の進展など社会状況が変化し、価値観が多様化

する社会において、まちに関わる全ての人とともに、文化により生み出される

価値を様々な分野に活用していくことで、産業の活性化や地域の再生など、ま

ちの活性化に結びつける取り組みが求められています。 

このように文化に対する取り組みは、単なる文化の振興にとどまらず、人々

が活き活きと快適に暮らし続けることができるまちづくりを実現するもので

す。 

各務原市が持つ多くの文化資源を最大限に活かした取り組みを行うことによ

り、まちに対する愛着や誇り、心の豊かさが育まれるとともに、このまちに住

みたい、住み続けたいと感じる人が増えていく姿を目指します。 

このように文化を通じて、次代を担う子どもや若者が積極的にまちに関わる

ことができる日常を創っていくことで、未来のまちの活力につなげていきたい

と考えます。 

各務原市が目指す「しあわせを実感できるまち」の実現に向け、官民が互い

の強みを活かすことができる推進体制を構築し、地域の「文化力」を結集させ

ることで、より柔軟で持続可能な運営体制のもと、自主的な文化活動を支援

し、まちに関わる全ての人と共に各務原の文化を創造していくことを目的とし

て「一般財団法人かかみがはら未来文化財団」を設立しようとするものであり

ます。 
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